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緑
を
育
て
、
守
る
、

 

林
野
労
組

　

い
よ
い
よ
12

月
と
な
り
寒
さ

も
徐
々
に
本
格

化
し
、
す
ぐ
に

年
末
、
年
明
け

を
迎
え
る
事
と

な
る
。
年
々
１
年
が
早
く
感
じ
る

の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

▼
最
近
で
は
視
聴
出
来
る
も
の
が

増
え
、
昔
ほ
ど
で
は
な
い
と
思
う

が
、
紅
白
歌
合
戦
を
見
な
が
ら
年

を
越
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
。
最
近
の
歌
手
に
は
あ
ま
り
詳

し
く
な
い
が
乃
木
坂
46
が
活
躍
し

て
い
る
の
は
よ
く
見
る
こ
と
が
あ

る
▼
乃
木
坂
46
の
歌
で
「
サ
イ
レ

ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
歌

が
あ
る
。
こ
れ
は
静
か
な
る
多
数

派
と
い
う
意
味
と
書
い
て
あ
っ
た
。

選
挙
で
選
ば
れ
た
人
で
も
多
く
か

ら
支
持
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

以
前
他
国
の
大
統
領
選
挙
で
も
、

様
々
な
意
見
が
あ
り
当
選
し
な
い

と
思
わ
れ
た
候
補
者
が
当
選
し
た

▼
数
は
力
と
言
う
が
、
そ
の
時
々

の
情
勢
を
見
極
め
る
力
は
今
の
時

代
と
て
も
重
要
だ
。

【
歌
詞
：Yes

で
い
い
の
か
？
サ

イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
】

 

（
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
）

年輪

　

冒
頭
、
加
藤
九
州
森
林
労
連
執
行

委
員
長
は
、「
近
年
、
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献

と
し
て
、
木
材
利
用
の
拡
大
、
確
実

な
再
造
林
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
に
関
わ
る
森
林
吸
収
源
対
策
、
環

境
税
・
譲
与
税
の
創
設
、
花
粉
症
対

策
な
ど
林
業
全
体
に
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
部

分
も
あ
る
。

　

ま
た
、
木
材
利
用
の
多
様
化
も
進

ん
で
お
り
今
後
、
林
業
に
関
わ
る
川

上
か
ら
川
下
の
一
体
感
、
民
国
の
一

体
感
が
重
要
に
な
る
。
し
か
し
、
川

上
の
林
業
事
業
体
の
実
態
は
、
林
業

労
働
力
の
確
保
、
林
業
技
術
者
の
確

保
、
人
材
育
成
と
い
っ
た
点
で
課
題

が
あ
る
が
、
林
業
労
働
者
が
安
心
し

て
働
き
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
、

そ
し
て
強
靭
な
事
業
体
を
作
る
状
況

を
実
現
す
る
た
め
、
本
日
の
学
習
会

は
年
1
回
の
取
り
組
み
で
あ
る
が
、

充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

抱
え
て
い
る
課
題
の
解
消
、
労
働

条
件
改
善
に
向
け
て
林
業
施
策
の
充

実
と
林
業
再
生
に
向
け
た
取
組
が
前

提
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
、
森
林

労
連
と
し
て
様
々
な
運
動
を
取
り
組

み
つ
つ
、
交
渉
と
会
見
で
は
何
か
一

つ
で
も
得
て
今
後
の
運
動
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
内
容
の
あ
る
学
習
会
に

し
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

学
習
会
で
は
、
九
州
森
林
管
理
局

の
大
道
森
林
整
備
部
長
よ
り
「
九
州

森
林
管
理
局
に
お
け
る
最
近
の
動

き
」
と
題
し
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
①
森
林
・
林
業
基
本

計
画
の
基
本
方
針
、
②
「
新
し
い
林

業
」
の
展
開
と
実
現
、
③
再
造
林
経

費
の
縮
減
、
④
立
木
価
格
の
向
上

生
産
・
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
、
⑤
九

州
局
に
お
け
る
再
造
林
事
業
の
現
状
、

造
林
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
組
、

⑥
九
州
各
県
に
お
け
る
人
工
造
林
面

積
の
推
移
、
苗
木
生
産
の
状
況
、
林

業
従
事
者
数
の
推
移
、
⑦
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
た
事
業
の
効
率
化
・
軽
労

化
の
検
討
、
⑧
地
上
３
D
レ
ー
ザ

（
O
W
L
）
を
用
い
た
収
穫
調
査
省

力
化
へ
の
試
み
な
ど
に
つ
い
て
講
演

を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
業
体
経
営
者
は
、
九

州
局
：
矢
野
局
長
と
の
会
見
、
民
林

労
組
代
表
者
は
、
局
関
係
部
署
と
の

局
交
渉
に
入
り
ま
し
た
。

　

矢
野
局
長
と
の
会
見
は
事
業
体
経

営
者
と
局
署
と
の
情
報
共
有
な
ど
多

岐
に
亘
り
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

局
交
渉
で
は
、
①
譲
与
税
の
活
用

に
つ
い
て
の
県
及
び
市
町
村
へ
の
指

　

12
月
４
日
、
大
分
県
議
会
議
長
室

に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
活
性
化
促

進
議
員
連
盟
九
州
連
絡
会
議
の
元
𠮷

会
長
（
大
分
県
議
：
宇
佐
市
）
へ

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
推
進

に
係
る
要
請
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

加
藤
地
本
委
員
長
、
中
川
副
委
員
長
、

導
、
②
下
刈
作
業
の
早
期
発
注
と
作

業
期
間
の
拡
大
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
作

業
効
率
の
改
善
と
安
定
的
な
苗
木
供

給
、
立
木
販
売
箇
所
の
枝
条
整
理
、

造
林
事
業
の
作
業
効
率
化
と
従
事
者

の
負
担
軽
減
、
下
刈
作
業
と
他
事
業

古
村
書
記
長
、
加
来
執
行
委
員
が
参

加
し
、
冒
頭
、
加
藤
委
員
長
か
ら
元

𠮷
会
長
に
要
請
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、
①
森
林
・
林
業
基

本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
具
体
化
を

図
る
た
め
の
必
要
な
予
算
の
確
保
と
、

間
伐
や
再
造
林
等
に
必
要
な
予
算
の

確
保
、
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収

源
対
策
に
係
る
予
算
の
確
保
、
森
林

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
分
野
で

の
施
策
の
拡
充
、
②
森
林
環
境
譲
与

税
に
つ
い
て
は
、
奥
地
等
の
森
林
整

備
の
進
展
の
た
め
、
譲
与
基
準
を
見

直
し
、
税
の
趣
旨
に
基
づ
く
使
途
の

徹
底
等
、
積
極
的
な
活
用
、
③
森
林

経
営
管
理
制
度
に
よ
る
市
町
村
の
森

林
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
林
務
担

当
者
の
育
成
を
図
る
仕
組
み
の
確
立
、

「
森
林
経
営
管
理
法
」「
森
林
環
境
税

及
び
譲
与
税
」
な
ど
の
法
律
に
係
わ

る
附
帯
決
議
の
具
体
化
、
④
主
伐
後

の
確
実
な
再
造
林
、
公
的
補
助
の
拡

充
、
苗
木
の
安
定
供
給
と
鳥
獣
害
対

策
、
山
元
へ
の
適
切
な
還
元
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
持
続
可
能
な
林
業
経

営
を
確
立
す
る
こ
と
、
⑤
木
材
の
安

定
供
給
の
確
立
に
向
け
、
需
給
調
整
、

販
売
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
組
織

の
確
立
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利
用
拡
大
等
に

よ
る
木
材
利
用
促
進
、
⑥
山
村
振
興

法
の
附
帯
決
議
に
基
づ
き
雇
用
の
拡

大
・
改
善
を
行
う
企
業
に
対
す
る
支

援
措
置
、
地
域
の
事
業
体
が
優
先

的
・
安
定
的
に
受
注
で
き
る
発
注
方

式
の
改
善
、
⑦
林
業
労
働
力
の
育

成
・
確
保
に
向
け
た
施
策
の
拡
充
及

び
予
算
の
確
保
、
林
業
労
働
者
の
労

働
条
件
の
処
遇
改
善
、
⑧
外
国
人
材

の
活
用
に
つ
い
て
、
技
能
実
習
制
度

の
廃
止
及
び
新
た
な
制
度
創
設
が
検

討
さ
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
検

討
を
進
め
る
こ
と
、
⑨
条
件
不
利
地

域
等
の
公
的
森
林
整
備
の
拡
充
を
図

る
こ
と
、
ま
た
森
林
の
公
益
的
機
能

等
の
着
実
な
発
揮
に
向
け
、
事
業
の

長
期
的
・
安
定
的
な
実
施
に
向
け
た

人
員
や
組
織
の
拡
充
等
の
体
制
の
確

立
、
⑩
樹
木
採
取
権
制
度
に
つ
い
て
、

国
有
林
の
管
理
経
営
に
影
響
を
生
じ

さ
せ
な
い
と
と
も
に
地
域
の
林
業
事

業
体
の
育
成
整
備
に
繋
が
る
制
度
と

す
る
こ
と
等
、
10
項
目
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
元
𠮷
会
長
は
「
大

臣
や
長
官
と
会
い
、
先
日
も
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
話
を
し
て
き
た
。

厳
し
い
状
況
は
認
識
し
て
い
る
。
九

州
全
体
で
力
を
合
わ
せ
て
要
請
が
叶

う
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
野
労
組
と
し
て
も
林
活
議
連
に

対
し
、
更
に
協
力
関
係
を
維
持
し
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

の
一
括
発
注
、
③
計
画
的
な
材
の
ト

ラ
ッ
ク
配
車
、
今
後
の
事
業
体
育
成

と
森
林
整
備
、
④
誘
導
伐
の
機
械
地

拵
導
入
と
功
程
調
査
の
検
討
、
伐
区

設
定
の
あ
り
方
、
⑤
林
道
の
維
持
修

繕
に
お
け
る
予
算
確
保
と
荒
廃
箇
所

の
舗
装
改
良
の
検
討
、
⑥
計
画
的
・

安
定
的
な
事
業
量
の
確
保
と
発
注
、

雇
用
安
定
に
繋
が
る
対
策
、
⑦
入
札

申
請
事
務
の
簡
素
化
、
地
元
事
業
体

に
配
慮
し
た
入
札
制
度
、
⑧
労
働
安

全
対
策
の
強
化
及
び
管
内
事
業
体
を

対
象
の
安
全
対
策
会
議
の
実
施
、
請

負
事
業
に
お
け
る
安
全
対
策
の
徹
底
、

⑨
各
種
現
地
検
討
会
、
講
習
会
の
開

催
な
ど
に
つ
い
て
求
め
、
当
局
側
か

ら
各
項
目
に
対
し
て
回
答
を
受
け
ま

し
た
。

　

最
後
の
総
括
で
は
、
事
業
体
経
営

者
・
労
組
代
表
者
双
方
の
会
見
・
交

渉
の
報
告
を
行
い
、
今
後
取
り
組
む

べ
き
課
題
な
ど
を
再
確
認
し
、
全
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。

当
面
の
行
動

12
月
1
日　

森
林
労
連
単
産
交
流
学

習
会
（
熊
本
市
）

　
　

2
日　

地
本
青
女
常
任
委
員
会

（
熊
本
市
〜
3
日
）

　
　

4
日　

林
活
議
連
九
州
連
絡
会

要
請
行
動
（
大
分
市
）

　
　

6
日　

連
合
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連

絡
会
代
表
者
会
議
（
熊

本
市
）

　
　

9
日　

西
南
三
地
本
会
議
（
大

阪
市
〜
10
日
）

　
　

13
日　

執
行
委
員
会

　
　

16
日　

第
6
回
地
本
レ
ク
（
阿

蘇
市
〜
17
日
）

　
　

19
日　

執
行
委
員
会

　
　

21
日　

地
本
団
体
交
渉

　
　

22
日　

全
国
代
表
者
会
議
（
東

京
都
〜
23
日
）

　
　

28
日　

旗
納
め

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「ソロキャン！」
（撮影者　津波佳樹：福岡分会）

「匠の一言」　
　宇美町にある若杉山キャンプ場。愛車と
ともに過ごす休日は最高です！

林業労働者が更に安心して働けるために集まった交流学習会

山野飫肥造林労組委員長（右）から大道森林整備部長へ要望書を手交

必要予算の確保等、元𠮷会長に要請書

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
推
進
に
係
る
要
請
行
動

 

九
州
全
体
で
力
を
合
わ
せ
て
努
力
と
元
𠮷
会
長

課題の解消に向けては施策の充実と林業再生への取組が前提
森林労連として様々な運動に取り組む事を確認

　
2
0
2
3
年
12
月
1
日
、
九
州
森
林

労
連
会
館
に
お
い
て
、
九
州
地
方
森
林

労
連
単
産
交
流
学
習
会
が
行
わ
れ
、
直

加
盟
民
林
労
組
代
表
、
会
社
代
表
が
参

加
し
ま
し
た
。

～九州地方森林労連単産交流学習会～



林 野 労 組 九 州

　

講
義
終
了
後
は
林
野
会
館
に
移
動

し
、
全
体
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
本
の
枠
を
超
え
、
初
め

て
会
う
全
国
の
同
期
と
積
極
的
に
交

流
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
楽
し
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
、
林
野
会
館
に
て
講

座
及
び
分
散
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
の
富
永

京
子
准
教
授
よ
り
、「
社
会
と
職
場

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
労
働
組
合

が
必
要
だ
〜
個
人
の
「
わ
が
ま
ま
」

を
み
ん
な
の
「
い
い
こ
と
」
に
す
る

た
め
に
〜
」
と
題
し
、

個
人
が
抱
え
る
意
見

を
「
わ
が
ま
ま
」
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
視

点
で
捉
え
、
小
さ
な

こ
と
で
も
声
を
あ
げ

て
い
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
の
お
話
を
聴

き
ま
し
た
。
ま
た
、

鳴
川
中
央
本
部
書
記

長
か
ら
は
、「
国
有

林
野
事
業
を
取
り
巻

く
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
林
野

労
組
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
職
場
の

今
を
取
り
巻
く
情
勢
な
ど
、
労
働
組

合
が
果
た
し
て
き
た
も
の
に
つ
い
て

講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
分
散
会
を
行
い
、
全
国
の
同
期
が

仕
事
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
不
満
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る
か
等
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
各
地

本
ご
と
の
社
会
見
学
で
思
い
思
い
の

行
き
た
い
場
所
に
向
か
い
、
短
い
な

が
ら
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
夜
に
は
九
州
地
本
の
懇
親
会

も
行
わ
れ
、
組
合
員
同
士
の
親
睦
を

さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
こ
く
み
ん
共
済

c
o
o
p
の
森
林
労
連
共
済
推
進

本
部
の
千
葉
ま
す
み
様
よ
り
労
働
組

合
が
共
済
を
推
進
す
る
意
義
や
全
労

【
下
田
通
信
員
：
鹿
児
島
分
会
】

　

秋
の
気
配
も
近
づ
く
10
月
７
日
、

姶
良
市
蒲
生
町
に
お
い
て
食
と
み
ど

り
、
水
を
守
る
県
民
の
会
主
催
に
よ

る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
の
稲

刈
り
が
開
催
さ
れ
鹿
児
島
分
会
か
ら

は
、
守
屋
、
迫
脇
、
諌
山
、
和
智
、

岩
下
、
子
供
３
名
の
８
名
で
参
加
し

ま
し
た
。
冒
頭
主
催
者
を
代
表
し
問

屋
全
農
林
委
員
長
が
「
６
月
に
植
え

た
苗
は
、
台
風
や
猪
等
の
被
害
も
な

く
去
年
よ
り
も
立
派
に
生
長
し
沢
山

の
稲
穂
を
実
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
日
は
、
マ
ム
シ
等
に
十
分

注
意
し
て
怪
我
の
無
い
よ
う
に
作
業

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
を
受

け
参
加
者
総
勢
30
名
は
、
稲
刈
り
を

開
始
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
稲
を

刈
る
人
、
刈
っ
た
稲
を
束
ね
る
人
、

束
ね
た
稲
を
竹
竿
に
か
け
る
人
と
、

刈
り
取
り
か
ら
、
掛
け
干
し
ま
で
一

時
間
半
ほ
ど
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

田
植
え
か
ら
の
参
加
で
あ
る
諌
山

君
は
、「
参
加
で
き
な
か
っ
た
、
が

み
し
ゃ
ん
（
西
上
）
の
分
ま
で
刈
り

取
る
！
」
と
意
気
込
ん
で
作
業
を
開

始
。
の
こ
鎌
を
自
在
に
使
い
こ
な
し

途
中
主
催
者
に
制
止
さ
れ
る
ほ
ど
の

勢
い
で
一
心
不
乱
に
稲
を
刈
り
取
り
、

秋
風
が
吹
く
曇
り
空
の
下
一
人
半
袖

に
な
り
、
汗
だ
く
泥
ま
み
れ
に
な
る

ほ
ど
稲
刈
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
か
い
も
あ
り
作
業
後
、

今
日
一
番
頑
張
っ
て
た
か
ら
！
と
主

催
者
よ
り
余
っ
た
お
弁
当
を
頂
き
超

満
足
な
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
回
刈
り
取
っ
た
稲
は
、
乾
燥
し

て
玄
米
約
２
１
０
kg
の
収
穫
を
予
定

し
て
お
り
、
国
内
の
集
約
先
で
あ
る

東
京
へ
１
月
頃
発
送
、
そ
の
後
マ
リ

共
和
国
へ
送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

開
催
さ
れ
、
九
州
各
地
か
ら
林
業
関

係
者
、
林
活
議
連
及
び
林
業
等
関
係

者
な
ど
約
１
１
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

開
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
、

熊
本
県
林
活
議
連
の
池
田
会
長
が

「
九
州
は
2
8
0
万
ha
の
森
林
を

持
っ
て
い
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
や

森
林
の
適
正
管
理
を
目
的
と
す
る
森

林
経
営
管
理
法
も
動
き
出
し
、
林
業

改
革
が
確
実
に
実
行
さ
れ
て
い
る
。

本
年
も
各
県
の
地
方
議
員
及
び
林
業

各
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
森
林
・

林
業
・
林
産
業
の
活
性
化
と
山
村
地

域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
本
大
会
が

開
催
で
き
る
こ
と
は
大
変
意
義
深

い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
林
野
庁
長

官　

青
山
豊
久
氏
（
代
理
：
齋
藤
健

一
計
画
課
長
）、
熊
本
県
知
事　

蒲

島
郁
夫
氏
（
代
理
：
木
村
敬
副
知

事
）
が
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
武
蔵
野
美
術
大

学
教
授　

若
杉
浩
一
氏
が
「
森
林
と

都
市
を
結
ぶ
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
未

来
〜
杉
を
取
り
囲
む
シ
ス
テ
ム
を
結

び
つ
け
る
」
と
題
し
、
地
域
社
会
と

デ
ザ
イ
ン
の
未
来
を
模
索
し
、
実
践
、

研
究
し
て
い
る
こ
と
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
例
発
表
で
は
、
株
式

会
社
サ
ー
キ
ュ
ラ
イ
フ
代
表
取
締
役

川
原
剛
氏
が
「『
木
糸
』
に
よ
る
挑

戦
〜
地
域
資
源
を
活
用
し
、
環
境
負

荷
の
低
減
を
実
現
す
る
」
と
題
し
て
、

木
材
の
繊
維
を
原
料
に
し
た
「
木

糸
」
を
使
用
し
た
、
服
や
靴
な
ど
を

製
品
化
し
、「
木
糸
」
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
資
源
と
し
て
の
価
値

や
林
業
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
熊
本
県
林
活
議
連
幹
事

が
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
は
、
次
回
開
催

予
定
県
で
あ
る
宮
崎
県
林
活
議
連
会

長
の
丸
山
裕
次
郎
氏
よ
り
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

済
の
成
り
立
ち
、
若
年
層
に
勧
め
る

保
障
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、
続

い
て
、
中
央
労
働
金
庫
霞
が
関
支
店

渉
外
担
当
の
木
村
直
人
様
よ
り
「
将

来
に
向
け
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

と
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
実

現
す
る
に
あ
た
っ
て
計
画
的
な
貯
蓄

の
重
要
性
や
、
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
の

事
例
な
ど
、
今
か
ら
心
が
け
た
い
お

金
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
閉
校
式
の
中
で
九
州
地

本
を
代
表
し
、
宮
崎
南
部
分
会
の
梅

見
弘
太
郎
さ
ん
が
「
同
期
と
の
交
流

を
大
切
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新

採
労
働
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後

の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
の
感
想
を
述
べ
、
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
閉
校
し
ま
し
た
。
青
年
女

性
委
員
会
が
掲
げ
る
「
学
習
と
交

流
」
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
３
日
間

の
新
採
労
働
学
校
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
10
月
31
日
、
熊
本
城

ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
５
年
度
森
林
・

林
業
・
林
産
業
活
性
化
九
州
大
会
が

【
兼
城
通
信
員
：
宮
崎
分
会
】

　

11
月
17
日
〜
19
日
に
か
け
て

「
２
０
２
３
年
度
新
採
労
働
学
校
」

が
東
京
都
の
林
野
会
館
ほ
か
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
84
名
の
新

入
組
合
員
が
集
い
、
九
州
地
本
か
ら

は
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
議
院

議
員
会
館
で
行
わ
れ
た
開
校
式
で
は
、

開
校
挨
拶
と
し
て
、
中
村
中
央
本
部

執
行
委
委
員
長
よ
り
「
め
っ
た
に
会

う
こ
と
の
で
き
な
い
全
国
の
同
期
と

交
流
を
深
め
日
々
の
生
活
の
向
上
を

図
り
、
労
働
組
合
と
い
う
も
の
を

し
っ
か
り
学
ん
で
欲
し
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
校
式
後
は
、
国
会
見
学
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。
国
会
議
事
堂
で
は
、

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
目
に
す
る
法
律

案
や
予
算
の
審
議
を
行
っ
て
い
る
参

議
院
議
場
を
、
２
階
の
傍
聴
席
か
ら

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国

会
見
学
の
後
は
再
び
参
議
院
議
員
会

館
に
戻
り
、
小
沢
雅
仁
参
議
院
議
員

か
ら
、
郵
政
民
営
化
の
頃
、
郵
便
局

員
だ
っ
た
当
時
の
体
験
談
も
踏
ま
え

た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「熊本に現れた技能実習生」
平松　大志さん（局分会）

　

今
回
、
局
分
会
か
ら
は
保
全
課

ト
リ
プ
ル
ヒ
ロ
シ
の
一
角
を
担
う

平
松
大
志
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

来
年
で
採
用
20
年
目
の
節
目
を

迎
え
る
平
松
さ
ん
は
、
プ
ロ
野
球

選
手
を
輩
出
し
た
こ
と
も
あ
る
名

門
校
野
球
部
出
身
で
あ
り
、
Ｆ
Ａ

に
よ
る
局
へ
の
移
籍
で
局
ソ
フ
ト

部
の
選
手
層
の
厚
み
が
増
し
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
争
い
が
激
化
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
５
年
４
月
に
福
岡
署
か
ら

局
保
全
課
へ
赴
任
さ
れ
た
平
松
さ

ん
は
、
管
理
の
申
し
子
と
し
て
採

用
さ
れ
た
実
力
者
で
、
貸
付
業
務

に
関
す
る
署
へ
の
対
応
や
数
々
の

貸
付
関
連
の
研
修
講
師
と
大
車
輪

の
活
躍
を
見
せ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
赴
任
し
て
半
年
で
新
制
度
の

国
庫
帰
属
森
林
を
取
り
扱
う
新
設

ポ
ス
ト
に
大
抜
擢
さ
れ
、
局
内
２

ポ
ス
ト
目
の
管
理
官
と
い
う
こ
と

で
職
員
の
注

目
を
一
身
に

集
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
生
活
で

は
九
州
北
部

よ
り
単
身
赴

任
で
来
熊
さ

れ
た
平
松
さ

ん
。
自
宅
で
暮
ら
す
家
族
の
た
め

に
技
能
を
習
得
し
な
が
ら
稼
い
だ

賃
金
を
公
営
競
技
で
増
や
そ
う
と

日
々
奮
闘
中
で
あ
り
、
今
年
の
夏

は
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
最
高
の
グ

レ
ー
ド
レ
ー
ス
で
あ
る
Ｓ
Ｇ
優
勝

戦
で
最
高
配
当
と
な
っ
た
レ
ー
ス

を
見
事
的
中
さ
せ
る
な
ど
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
技
能
を
習
得
し
て

い
ま
す
。（
高
卒
の
初
任
給
を
上

回
る
ほ
ど
の
額
だ
っ
た
と
か
…
）

　

現
在
、
局
分
会
の
執
行
委
員
で

あ
る
平
松
さ
ん
は
、
前
福
岡
分
会

で
は
史
上
最
年
少
で
分
会
執
行
委

員
長
を
担
っ
て
い
た
ほ
ど
の
逸
材

で
あ
り
、
最
長
５
年
の
実
習
期
間

で
習
得
し
た
技
術
を
ど
の
よ
う
に

普
及
し
て
い
く
の
か
、
乞
う
ご
期

待
で
す
。

 

（
藤
川
通
信
員
：
局
分
会
）

九州各地から1100名が集まった九州大会

「今後の生活に活かす！」宮崎南部分会梅見さん

全国の仲間と記念撮影

九州より参加した18名の皆さん

汗だくで一心不乱に刈り終えました

日々奮闘中の平松さん

鹿児島分会

〜
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
稲
刈
り
実
施
〜

マ
リ
共
和
国
へ
思
い
を
込
め
て

令和
５年度

森林・林業・林産業活性化九州大会

森林・林業・林産業と山村地域の
活性化に向けた取組強化を確認

全
国
の
新
し
い
仲
間
が
集
結
！

 

学
習
と
交
流
を
深
め
合
う

〜
２
０
２
３
年
度
新
採
労
働
学
校
〜


